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は
昨
今
の
ス
イ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
か

ら
み
る
公
正
な
移
行
の
重
要
性
に
つ
い
て

報
告
し
ま
す
。

深
刻
化
す
る
電
力
不
足

　

ス
イ
ス
の
電
力
は
主
に
水
力（
59
・
9

%
）、
原
子
力（
33
・
5
%
）、
火
力（
2
・3

%
）、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー（
4
・
3
%
）

に
よ
っ
て
発
電
さ
れ
て
い
ま
す
。
夏
期
は

豊
富
な
水
力
発
電
の
余
剰
分
は
輸
出
に
回

さ
れ
ま
す
が
、
水
力
発
電
の
生
産
が
落
ち

る
冬
期
は
、
需
要
電
力
の
最
大
４
割
を
外

国
か
ら
（
主
に
フ
ラ
ン
ス
か
ら
）
輸
入
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
ロ
シ
ア
か
ら
の
ガ
ス

供
給
減
に
加
え
、
電
力
を
購
入
し
て
い
る

フ
ラ
ン
ス
の
原
子
力
発
電
所
の
稼
働
率
低

下
が
追
い
打
ち
を
か
け
、
今
冬
に
は
深
刻

な
暖
房
用
ガ
ス
不
足
・
電
力
不
足
が
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。
E
U
の
あ
る
国
で
余
剰

電
力
が
発
生
し
て
も
、
ス
イ
ス
・
E
U
は

電
力
協
定
を
結
ん
で
い
な
い
た
め
、
容
易

に
電
力
を
購
入
で
き
な
い
と
い
う
問
題
も

抱
え
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、

ガ
ス
不
足
の
影
響
で
暖
房
の
温
度
を
下
げ

た
り
停
止
し
た
り
す
る
と
、
電
力
不
足
に

も
関
わ
ら
ず
電
気
ス
ト
ー
ブ
を
使
用
す
る

人
が
増
え
、そ
の
結
果
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト（
電

力
会
社
の
管
轄
す
る
地
域
の
す
べ
て
で
停

電
が
起
こ
る
現
象
）
の
危
険
性
が
高
ま
っ
て

い
る
の
で
す
。

　

ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
や
大
規
模
停
電
を
回

避
す
る
た
め
、
ス
イ
ス
当
局
は
８
月
31
日
、

一
般
家
庭
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
抑
え
る

よ
う
呼
び
掛
け
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
始
し

ま
し
た
。
こ
の
冬
は
、
各
家
庭
に
対
し
、
暖

房
温
度
を
下
げ
、
お
湯
の
使
用
量
を
減
ら

す
ほ
か
、
使
用
し
て
い
な
い
電
気
機
器
や
照

明
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
、
調
理
中
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
使
用
を
控
え
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
深
刻
な
ガ
ス
不
足
が
発
生
し
た
場

合
に
は
、
家
庭
で
の
暖
房
温
度
を
摂
氏
19

度
ま
で
に
制
限
す
る
こ
と
や
、
別
荘
・
プ
ー

ル
で
の
ガ
ス
暖
房
を
禁
止
す
る
こ
と
な
ど

が
対
策
に
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
ス
イ
ス

ス
イ
ス
に
迫
り
く
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機

〜
ス
イ
ス
の
事
情
か
ら
み
る
「
公
正
な
移
行
」
の
重
要
性
〜

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
が
長
期
化
の
様
相

を
呈
し
、
そ
れ
に
よ
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
が
忍
び
寄
っ
て
い
ま

す
。
ロ
シ
ア
が
ド
イ
ツ
経
由
で
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
各
国
に
天
然
ガ
ス
を
送
る
海
底
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
「
ノ
ル
ド
ス
ト
リ
ー
ム
」
に
つ
い

て
、
ロ
シ
ア
は
欧
米
の
経
済
制
裁
が
解
除

さ
れ
る
ま
で
、
供
給
停
止
を
継
続
す
る
可

能
性
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。
ロ
シ
ア
産
天

然
ガ
ス
依
存
度
の
高
い
中
・
東
欧
諸
国
で

は
、
ガ
ス
消
費
量
の
40
％
が
不
足
し
、
国

内
総
生
産
が
６
％
縮
小
す
る
と
の
試
算
も

あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
厳
し
い
冬
を
迎
え

る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
深
刻
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

電
力
不
足
に
陥
い
る
可
能
性
が
高
く
、

人
々
は
迫
り
く
る
暖
房
遮
断
や
大
規
模
停

電
の
恐
怖
を
感
じ
始
め
て
い
ま
す
。
電
力
・

天
然
ガ
ス
輸
入
国
で
あ
る
ス
イ
ス
も
例
外

で
は
な
く
、
冬
の
停
電
回
避
に
む
け
て
政

府
は
対
応
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
稿
で

経
済
連
盟
が
「
最
悪
の
事
態
に
陥
っ
た
場

合
、
企
業
や
雇
用
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
、
社

会
の
平
和
が
脅
か
さ
れ
る
と
い
う
当
然
起

こ
り
え
る
こ
と
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
す
ほ
ど
事
態
は
深

刻
な
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

電
力
不
足
に
対
す
る
不
安
が
日
々
高
ま

る
な
か
、
大
規
模
停
電
の
備
え
と
し
て
非

常
用
電
源
装
置
の
重
要
が
急
激
に
増
え
て

い
ま
す
。
あ
る
ネ
ッ
ト
通
販
の
今
年
７
月
の

売
り
上
げ
台
数
は
、
パ
ワ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

で
同
月
前
年
比
９
倍
、
発
電
機
で
４
倍
以

上
に
な
っ
た
と
の
報
告
も
あ
る
ほ
か
、電
池
、

ロ
ウ
ソ
ク
、薪
な
ど
も
防
災
用
品
と
し
て
売

り
上
げ
が
増
え
る
な
ど
、
人
々
は
迫
り
く
る

危
機
に
備
え
は
じ
め
て
い
ま
す
。

ス
イ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
へ
の

影
響

　

ス
イ
ス
は
最
終
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
74
・

6
%
を
外
国
に
依
存
し
て
い
る
た
め
、
自

国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
を
上
げ
る
政
策
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ル
ギ
ー
拡
大
の
加
速
化
の
ほ
か
、
原
発
の

運
転
延
長
、
あ
る
い
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要

自
体
を
減
ら
す
た
め
に
厳
格
な
措
置
を
課

す
な
ど
、
今
後
の
政
策
見
直
し
議
論
が
活

発
化
し
て
い
ま
す
。
必
要
な
天
然
ガ
ス
の

確
保
に
つ
い
て
は
、
液
化
天
然
ガ
ス
（
Ｌ
Ｎ

Ｇ
）
貯
蔵
イ
ン
フ
ラ
の
強
化
や
水
力
発
電
の

増
強
、
ア
メ
リ
カ
産
に
よ
る
ロ
シ
ア
産
ガ
ス

置
き
換
え
な
ど
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

長
期
的
に
安
全
保
障
と
持
続
可
能
性
の
バ

ラ
ン
ス
を
ど
う
取
る
の
か
、
難
し
い
舵
取

り
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
比
率
の
さ
ら
な
る
引
き
上
げ
は
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
公
正
な
移
行
」の
重
要
性

　

脱
化
石
燃
料
は
地
球
温
暖
化
防
止
対
策

と
し
て
以
前
か
ら
の
潮
流
で
し
た
が
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機

で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
促
進
が

世
界
各
国
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
８
月
31

日
に
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
が
開
催
し
た

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
門
に
お
け
る
公
正
な
移
行

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」（
写
真
１
）で
は
、
加
盟

組
合
か
ら
自
国
・
地
域
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
事
例
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
、

ベ
ル
ギ
ー
、オ
ラ
ン
ダ
は
、2
0
3
0
年
ま

で
に
洋
上
風
力
発
電
容
量
を
４
倍
、
2
0

5
0
年
ま
で
に
10
倍
に
増
や
す
と
い
う
共

通
の
目
標
を
掲
げ
、フ
ラ
ン
ス
は
原
子
力
発

電
を
堅
持
し
、
ア
メ
リ
カ
で
は
ク
リ
ー
ン
エ

を
実
行
し
て
い
ま
す
。
2
0
1
7
年
に
安

全
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
を
保
証
し
、
化
石

燃
料
へ
の
依
存
を
減
ら
す
こ
と
を
目
的
と

す
る
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
」
が
可
決
さ
れ
、

ス
イ
ス
国
内
に
あ
る
原
子
力
発
電
所
全
５

基
を
順
次
廃
止
し
、
太
陽
光
発
電
な
ど
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
促
進
と
省
エ
ネ
に

注
力
す
る
方
向
で
す
。
ま
た
、2
0
3
5
年

ま
で
に
国
民
一
人
当
た
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
量
を
43
％
下
げ
る
目
標
（
2
0
0
7
年

策
定
）
も
堅
持
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
争
が
長
期
化
し
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
上
昇
が
家
計
に
も
影
響
を
与
え

て
い
る
な
か
、
ス
イ
ス
の
長
期
的
エ
ネ
ル

ギ
ー
戦
略
の
見
直
し
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

政
府
内
で
は
暖
房
や
運
輸
用
と
し
て
安
定

的
な
発
電
設
備
の
新
設
や
再
生
可
能
エ
ネ

労
働
組
合
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
労
働
者
の

代
表
と
し
て
参
画
す
る
「
公
正
移
行
法
」

の
施
行
を
求
め
て
闘
っ
て
い
ま
す
。

　

ロ
シ
ア
か
ら
の
化
石
燃
料
依
存
を
脱
却

し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
を
高
め
、
温

暖
化
ガ
ス
を
削
減
し
持
続
可
能
な
社
会
を

実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
比
率
を
極
限
ま
で
高
め
る
こ

と
が
必
要
で
あ
り
そ
れ
を
担
う
技
術
・
技

能
を
有
す
る
労
働
者
の
確
保
、
す
な
わ
ち

人
へ
の
適
切
な
投
資
が
不
可
欠
で
す
。
筆

者
が
生
活
す
る
ス
イ
ス
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
危

機
が
迫
る
な
か
、
改
め
て
「
公
正
な
移
行
」

（
写
真
２
）
の
重
要
性
を
再
認
識
し
て
い
ま

す
。

ネ
ル
ギ
ー
の
雇
用
創
出
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
投
資
促
進
を
目
的
と
す
る
「
イ

ン
フ
レ
抑
制
法
」
が
可
決
・
成
立
す
る
な
ど
、

持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
実
現
す
る
政

策
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
一
方
で

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
大
規
模
投
資

に
は
、
労
働
者
へ
の
訓
練
と
再
教
育
へ
の

多
大
な
投
資
が
同
時
に
必
要
と
な
り
ま
す
。

デ
ン
マ
ー
ク
の
労
働
組
合
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

企
業
と
の
協
働
で
ア
カ
デ
ミ
ー
を
創
設
し
、

労
働
者
が
新
し
い
洋
上
風
力
発
電
産
業
で

必
要
と
さ
れ
る
技
術
・
技
能
を
身
に
着
け
、

化
石
燃
料
産
業
、
と
り
わ
け
石
油
・
ガ
ス

産
業
労
働
者
の
雇
用
移
動
・
職
業
転
換
を

円
滑
に
行
う
「
公
正
な
移
行
」
事
業
に
着

手
し
て
い
ま
す
。
カ
ナ
ダ
の
労
働
組
合
は
、

写真1：オンラインで活発な議論が行われたインダストリオール
「エネルギー部門における公正な移行ワークショップ」
（インダストリオール提供）

写
真
２
：
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
で
は
公
正
な
移
行
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
を
含
む
「
公
正
な
未

来
に
む
け
て
団
結
を
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開

始
し
た
。（
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
提
供
）

松
﨑　

寛  

ま
つ
ざ
き
・
か
ん

１
９
９
８
年
金
属
労
協
に
入
局
。
国
際
局
、
政
策

局
で
主
任
と
し
て
産
業
政
策
、
環
境
政
策
の
立
案

を
は
じ
め
海
外
労
使
紛
争
防
止
ツ
ー
ル
の
作
成

な
ど
に
活
躍
。
２
０
１
０
年
９
月
１
日
か
ら
Ｉ

Ｍ
Ｆ
本
部
（
現
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
）
に
赴
任
。

造
船
・
船
舶
解
撤
／
I
C
T

・

電
機
・
電
子
部

門
担
当
部
長
を
経
て
、
２
０
２
１
年
９
月
か
ら

書
記
次
長
。


